
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業概要

　信濃川流域の小学生を対象に、大河津分水や信濃川及びその支川の歴史
や環境等を学習した成果を発表、意見交換する機会を通じ、川への理解を深
め、防災･減災の意識を醸成するとともに、地域活性化につなげることを目的と
する。

主 催：信濃川下流域連絡会
　　　　　新潟市、長岡市、三条市、加茂市、見附市、燕市、五泉市、田上町、弥彦村、

　　　　　新潟県、国土交通省信濃川河川事務所・信濃川下流河川事務所

協 賛：(一社)北陸地域づくり協会

日 時：令和6年11月21日（木） 14:00～16:00
場 所：三条市体育文化会館
実施概要：
　▸ 学習発表会
　・五十嵐川の恵みと災い（三条市立嵐南小学校）
　・思いが込められた大河津分水路
　　～未来のくらしを幸せにする過去からのおくりもの～（長岡市立大河津小学校）
　・五反田切れ（加茂市立須田小学校）
　・彌彦神社と大河津分水
　　～これまでのつながりから、これからの願い～（弥彦村立弥彦小学校）
　・刈谷田川とともに生きる私たち（見附市立葛巻小学校）
　・Let's go 才歩川探検隊！（田上町立田上小学校）
　・横田切れ～未来へつなごう先人たちの思い～（燕市立島上小学校）
　▶ 意見交換会
　・発表の内容や手法等への感想やメッセージを交換し相互理解を深める
参加者：約40名

　本事業は、令和4年度に大河津分水通水100周年・関屋分水通水50周年記念
事業として実施した「分水サミット」について、参加校、自治体等から継続が望ま
れたものである。
　未来を担う子供たちが川の未来を考え、発信することを通じ、治水の必要性や
防災･減災への気づきを醸成し、これからの地域づくりや防災行動の主体となる
人材育成が期待できる。また、子供たちが相互理解を深め、新たな視点を得る
貴重な機会となっている。
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